
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ミイロ

ジャンク

ステーシー

ゴシック

15

絶望

7

煉獄

12
戦火

飢え

笑顔

手をつなぐ

花壇

【クークラ孤児院】

【フィリア先生】

戦争の中を逃げ惑う。隠れる。銃弾が飛び交う。爆発が起こる。逃げ惑う中、全てが認められなくて、ふらふらと彷徨う。飛んでくる銃弾。それが近づいてくる小鳥に思えて。あなたは手を差し伸べた

食べたいものが食べられなかった記憶、ないはずの食欲が疼く。腹の中が渇く。噛みちぎって咀嚼したい。食べたい食べた食べたい。自分の手でもいいから。そうだ、あの時も確か……。

心からの笑顔。本当に幸せな笑顔。それがあなたの脳裏にいつも浮かぶ。誰の笑顔なのだろう、大切な人だろうか、家族だろうか、鏡に映った自分の笑顔だったらいいな、誰ともわからない笑顔にあなたは思いをめぐらせる。

誰かと手をつないでいた。相手はわからないけれど、確かに手の中にあった安心感。手に触れることで安心感を得られるなら、せめて今いる仲間とも手をつないでいたい。冷たい手でもぬくもりは感じられるから。

「先生と『シャオフー』と一緒にお花の世話をするのはミイロの係だった。そうしたら、自分を【生かして】くれた先生を覚えていられるから。君に似合うと貝殻のイヤリングをくれた、自分よりも小さかった命の恩人を」

かつて笑顔と花の香りで溢れていた場所。貴方達のいつか帰るところ。どうしてこんなことになってしまったのか、今はまだわからない。

先生は変わってしまった。あの優しかったフィリア先生がどうして変わってしまったのか知る手段はない。まだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション
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腕
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胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴
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庇う
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肉の宴
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死人の流儀

死に続け
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めだま
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カンフー
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せぼね
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やぶれひまく

アーマースキン
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ダメージ

ジャッジ

ラピッド

オート

オート

オート
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ダメージ

アクション

オート

なし

0

0

1

0

0

なし

なし

2

なし

0

2

1

4

0

1

なし

なし

0

0

1

1

なし

自身

0〜1

0〜1

自身

自身

0〜1
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バトルパートにおけるターン終了時、「たからもの」を破損した際、いずれも狂気点の増加を受けない。

対象が受けたダメージを代わりに自身が受ける。1ターンに何度でも使用可。

ダメージに付随する効果全て(切断や連撃、全体攻撃など)を打ち消す。

損傷した基本パーツ1つを修復する。

使用済みの「ﾗﾋﾟｯﾄﾞ」「ｼﾞｬｯｼﾞ」「ﾀﾞﾒｰｼﾞ」のﾏﾆｭｰﾊﾞを１つ、再使用可能にする。

任意の基本パーツを１つ損傷する。支援2か妨害2

損傷している基本パーツ1つを修復する

最大行動値＋2。

最大行動値＋1。

肉弾攻撃1。

最大行動値＋1。

移動1。自身に対しては使用不可

肉弾攻撃1。

支援1。

移動1。

支援1か妨害1。

同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト−1(最低0)する。

なし

なし

防御2。

防御1。

自身がダメージを受けた際、そのダメージを与えた対象にのみ使用可。肉弾攻撃2。

ターン終了かこのパーツが損傷するまで、舞台上のホラー、レギオンはミイロ以外を対象とした攻撃判定に−1の修正を受ける。

任意の箇所を望む数選び、ダメージを振り分けてよい。切断判定は、ダメージを受けた箇所の１つを選んで行う
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